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1．はじめに

現在日本では，邦楽に親しむ機会が非常に減少して
おり，和楽器離れ，三味線音楽離れが進んでいるとい
われている。例えば，三味線音楽の実演家は1987年に
は25,652人であったが，2020年には12,646人と，お
よそ半数に減少している。三味線の販売数は1980年に
は18,000台であったが2017年では3,400台と，約80%
減少しているのが現状である（文化庁 2021）。さらに，
2020年には創業135年の三味線の最大手メーカーであ
る東京和楽器が廃業を表明したことは，三味線音楽離
れや和楽器離れの結果と考えられる。このような現状
を危惧し，現在文部科学省や文化庁は，学校教育で子
ども達に伝統芸能に関する活動を体験させることを求
めている。1998年改訂の中学校学習指導要領から，中
学校3年間で和楽器を1種類以上用いることが求められ
るようになり，音楽の教科書で三味線をはじめ和楽器
が取り上げられるようになった。

1989年改訂の小学校学習指導要領に雅楽の「越天楽
今様」が共通教材として取り上げられてから音楽の教
科書については，改訂が行われるごとに「和楽器」お
よび「日本の伝統音楽」を扱う内容が増加している（大
谷 2019）。

具体的には，現行の中学校の音楽教科書『中学音楽 
音楽のおくりもの2・3下』には，「長唄「勧進帳」を

うたおう」という記述がある。『中学音楽 音楽のおく
りもの2・3下』を出版している教育出版株式会社は，
長唄「勧進帳」をうたう際の参考動画をインターネッ
ト上に公開している。その参考動画の中には，三味線
を使用することなく，口で三味線の音や演奏を真似る，
いわゆる「口三味線」で「勧進帳」を演奏する様子も
収められている。

小学校の音楽の授業では，我が国の音楽文化に親し
み，自ら表現，創作したり，鑑賞したりすることが求
められている（文部科学省 2008）。

現行の学習指導要領では，我が国や郷土の音楽の指
導に当たっては，そのよさなどを感じ取って表現した
り鑑賞したりできるよう，音源や楽譜等の示し方，伴
奏の仕方，曲に合った歌い方や楽器の演奏の仕方など
の指導方法が求められている。

しかし，三味線音楽の主要ジャンルの一つである「長
唄」の代表曲である「勧進帳」の参考動画に，実際の
三味線を使用せず三味線の音や演奏を口で真似る「口
三味線」の様子が収められている現状は，果たして「我
が国の音楽」を自ら表現，創作したり，鑑賞すること
ができる状況といえるのであろうか。邦楽界からは，
小・中学校で三味線を教えて欲しい要望がある（藍 
2020）。現在の状況が，「我が国の音楽」を自ら表現，
創作したり，鑑賞することが十分にできている状況で
あるとはいえない。

一方，GIGAスクール構想がはじまり，小・中学校
の音楽教育でもICTを活用した学習の充実が求められ
ている。小学校の音楽の授業では育成を目指す資質や
能力として我が国の音楽の旋律や音階などの特徴に気
付くとともに，即興的に音を選択したり組み合わせた
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りして表現する技能を身に付けながら，即興的に表現
することを通して，音楽づくりの発想を得ることがで
きるようにすること，我が国の音楽に親しむことが求
められている（文部科学省 2021）。

しかしながら現在の学校現場には，我が国の音楽の
旋律や音階などの特徴に気付け，即興的に音を選択し
たり組み合わせることで即興的に表現することができ
る方法が欠如している。実際に三味線などの和楽器を
導入することに多額の費用がかかることも原因と考え
られる。そこで，その対策としてGIGAスクール構想
で配布されたICT機器の活用が考えられる。

ICT機器を三味線音楽に取り入れている事例として
は，独立行政法人日本芸術文化振興会が運営するウェ
ブサイト「文化デジタルライブラリー」で，「三味線
シュミレーター」が公開されている。三味線のイラス
トが描かれていて，イラストの三味線の棹の勘所をク
リックすると，実際の三味線のその勘所を押さえ弦を
弾いた時の音と同じ音程の音がスピーカーから流れて
くる。「三味線シュミレーター」を活用することで，人
形浄瑠璃 文楽で演奏される『菅原伝授手習鑑』「寺子
屋の段」の「いろは送り」を10秒ほど体験することが
できる。しかし，文部科学省が求めている「即興的に
表現」することが「三味線シュミレーター」で達成で
きるかどうかは疑問である。

本研究では，現在小・中学校の音楽科の授業でどの
ような邦楽教育が行われているのか，また「我が国の
音楽に親しむ」ためのICT活用がどの程度進んでいる
のか現状を把握するために調査をおこなった。その結
果をもとに，邦楽を全ての子どもに体験させる手段と
してのICTの可能性を探り，三味線音楽のためのプロ
グラミング教材を開発することを目指す。

2．実施方法

本研究では，2021年文化庁が主催した「令和3年度 
芸術系教科担当教員 全国オンライン研修会」で調査を
実施した。詳細は以下の通りである。

【調査概要】
・実施時期　2021年12月
・対　　象　「令和3年度 芸術系教科担当教員　全国

オンライン研修会」の「伝統音楽から学ぶ「身体で
感じ取る音楽の授業」～三味線音楽と能楽～」に参
加した音楽担当教諭，各自治体の教育委員会指導主
事等　20名のうち回答を得られた13名

（中学校教諭：7名　小学校教諭：1名　
指導主事：4名　支援学校教諭：1名）

・調査方法
 アンケートフォームを用いて，オンライン上でおこ
なった。

・調査内容
調査内容は表1の通りである。

表1　調査項目

設問1 この分科会に参加した意図は何か
（複数回答可）

設問2 現在、授業でどのように邦楽を取り入れてい
るか（複数回答可）

設問3 授業でどのような和楽器を使っているか
（複数回答可）

設問4 音楽の授業でICTを活用することについての
どう考えているか

設問5 勤務校等でのGIGAスクールのICT機器活用
状況

設問6 音楽の授業でのICT活用状況（複数回答可）

設問7
「三味線音楽のプログラミング教材開発」の
説明を聞いて、邦楽を教える際に、ICTを積
極的に活用していきたいか

設問8 「三味線音楽のプログラミング教材」が開発
されたら活用したいか

3．調査結果

3.1　三味線音楽の分科会に参加した意図 

文化庁が主催する「芸術系教科担当教員  全国オン
ライン研修会」に参加し，「伝統音楽から学ぶ「身体で
感じ取る音楽の授業」～三味線音楽と能楽～」を受講
した教育関係者のため，ほぼ全員が邦楽や三味線音楽
に興味を持っていることがうかがえる。邦楽や三味線
音楽に興味を持っている教育関係者であっても75%以
上が「邦楽をどのように教えるか困っている」という

図1　調査フォーム画面



85Informatio vol.19

ことがわかった。（図2）

 3.2　授業でどのように邦楽を取り入れているか 

調査結果から，全員がDVDによる邦楽鑑賞をおこ
なっており，映像で邦楽を鑑賞していることがわかっ
た。

一方，動画共有サイトで「歌舞伎」と検索した場合，
中学音楽教科書で取り上げられている「勧進帳」の再
生回数がもっとも多い。その動画には「今，授業でやっ
てるんで見に来ました。明日の授業でセリフを暗記し
て踊りとかもするテストがあるのでこれ見て練習しま
す」というコメントが寄せられている。このことから
今回の調査対象以外の学校の授業でも邦楽の鑑賞をお
こなっていることがうかがえる。しかし，動画共有サ
イトにアップロードされている「勧進帳」の動画は権
利団体である日本俳優協会などから許可を得ておらず
違法にアップロードされたものであると考えられる。
このような動画を利用して授業を行うことには問題で
ある。

約70%の教員が，学校に設置している和楽器を実際
に活用して生徒に演奏させている。

芸術鑑賞会をおこない，プロの演奏家を招聘し生徒
にライブ鑑賞させる学校もあった。それには，文化庁
がプロの演奏家を各学校に派遣する「文化芸術による
子供育成総合事業」として「巡回公演事業」や「芸術
家の派遣事業」をおこなっており（文化庁 2020），自治
体でも演奏家の派遣事業をおこなっていることが背景
と考えられる（荒川区 2017）。（図3）

3.3　授業で使っている和楽器

授業で和楽器を使用していない（「該当しない」）を選
択した1名を除いた12名全員が，授業にて琴を実際に
使用していることがわかった。三味線を使用している
割合はおよそ30%。音楽の教科書では三味線音楽につ
いての記述があるが，三味線を実際に使用できない環
境であることがわかった。このような状況では，生徒
が実際に三味線音楽に親しんだり，その構造を体感す
ることは困難である。（図4）

3.4　音楽の授業でのICT活用に関する考え 

音楽の授業でのICT活用に関しては，12名が賛成ま
たはどちらかといえば賛成と回答している。どちらか

図2　三味線音楽の文化会に参加した意図

図3　現在、事業でどのように邦楽を取り入れているか
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といえば反対と回答した1名は，勤務校でのICT活用
がなされていないという回答者であった。（図5）

3.5　GIGAスクールでのICT機器活用状況

全ての学校でICT機器が配布されており，ほとんど
の学校でICT機器が授業で活用されていることがわかっ
た。先ほど音楽の授業でICT活用に関してどちらかと
いえば反対だった方が，授業では活用していないとい
う回答をした。（図6）

3.6　音楽の授業でのICT活用状況

音楽でのICT活用方法は様々であるが，演奏や歌唱
の様子の録音・録画に活用されている事例が多く見ら
れる。またアプリなどを使用して作曲を試みる活動を
している学校もある。複数回答で調査したところICT
機器が音楽の鑑賞のみで使用されるケースはほとんど
みられない。ピアノのアプリやいわゆる「DTM」のよ
うなアプリも多くあることから，そのようなアプリを用
いることで「表現，創作」をすることができる。（図7）

図4　授業でどのような和楽器をつかっているか

図 5　音楽の授業でのICT活用についての考え 図 6　GIGAスクールでのICT機器活用状況

図 6

図7　音楽の授業でのICT活用状況
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3.7　 「三味線音楽のプログラミング教材開発」の説
明を聞いて邦楽を教える際に，ICTを積極的に
活用してみたいか 

三味線音楽のプログラミング教材があれば，積極的
に活用したいと答えた教員は半数であった。音楽科の
授業にてICT教材が「創作」や「表現」に活用されて
いるが，三味線音楽を「創作」したり「表現」したり
するためのプログラミングソフトがないため，「三味線
音楽のプログラミング教材開発」には必要性があるこ
とが示唆された。（図8）

3.8　 「三味線音楽のプログラミング教材」を活用し
たいか

「三味線音楽のプログラミング教材が開発されたら活
用したいか」という質問に対しては全ての教員から積
極的に活用したいという回答が得られた（図9）。文化
庁が主催する「芸術系教科担当教員  全国オンライン
研修会」に参加したうえで，「伝統音楽から学ぶ「身体
で感じ取る音楽の授業」～三味線音楽と能楽～」を選
択した教育関係者だったためだと考えられるが，多く
の期待が寄せられていることが明らかになった。

4．まとめと今後の課題

本研究では，現在小・中学校の音楽科の授業でどの
ような邦楽教育が行われているのか，また「我が国の
音楽に親しむ」ためのICT活用がどの程度進んでいる
のか現状を把握するために調査をおこなった。

調査結果は，あくまで文化庁が主催する「芸術系教
科担当教員  全国オンライン研修会」に参加したうえ
で「伝統音楽から学ぶ「身体で感じ取る音楽の授業」
～三味線音楽と能楽～」を選ぶ教育関係者から得たも
のである。そのような邦楽に興味を持っている教育関

係者でも，三味線音楽では鑑賞がメインとなっている
ことがわかった。一方，合唱や西洋楽器の授業ではICT
機器を「創作」や「表現」に活用することができてい
ることがわかった。合唱や西洋音楽に対応したアプリ
やプログラミング教材がすでに存在し，授業に用いら
れているためと考えられる。

合唱や西洋楽器の授業ではICT機器活用され，生徒
が「創作」や「表現」活動をおこなっているが，三味
線音楽では鑑賞だけ留まってしまっていることは，邦
楽教育を推進する上で大きな課題である。現状では邦
楽や三味線音楽のプログラミング教材が存在しておら
ず，先行研究が少ないことも一因として考えられる。

参考となる事例として2016年，株式会社TENTO・
株式会社ダンクソフトは，徳島大学，神山メイカース
ペース，阿波十郎兵衛屋敷と協力をして「プログラミ
ングによる地域伝統芸能復興」がある。この事業は小
学生を対象としたものである。文部科学省もICT活用
として推奨しているプログラミングソフトのscratchを
使用し，小学生が徳島県の伝統芸能である人形浄瑠璃
の人形を動かすというものである。徳島県の人形浄瑠
璃も三味線音楽のひとつだ。人形を動かす過程で，子
ども達が自ら新しいストーリーを創作し，自らの声を
ICT機器に吹き込んでいる。そして出来上がった作品
を他の子ども達と見せ合う取り組みである。子ども達
は地域に根付いた伝統芸能の良さを実感することがで
き，この事業に参加した小学生の75%以上が人形浄瑠
璃をまたやりたいと回答している。

この事業は，ICT活用の成功例であり，小学生が能
動的に地域に根付いた伝統芸能であり三味線音楽を表
現， 創作している成功例である。

邦楽教育，特に三味線音楽を活用した教育を実現す
るためには，徳島県の地域に根付いた独自の伝統芸能
だけでなく，歌舞伎など全国規模の伝統芸能のプログ
ラミング教材が求められる。調査結果より三味線を体

図 8　 「三味線音楽のプログラミング教材開発」の説明を聞いて
邦楽を教える際に，ICTを積極的に活用してみたいか

図 9　 「三味線音楽のプログラミング教材」
を活用したいか
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験することができるプログラミング教材が求められて
いることも明らかになったため，三味線音楽のプログ
ラミング教材を開発する必要がある。

今回の調査結果を踏まえて，今後，江戸川大学情報
教育研究所と京都市「伝統芸能アーカイブ＆リサーチ
オフィス」ともに令和3年度「伝統芸能文化復元・活
性化共同プログラム」として，「三味線音楽のScratch
教材開発：常磐津節を通じて日本の伝統芸能に親しむ
ための教育プログラムづくりとその普及の試み」を実
践する。今後は，全ての子供たちが邦楽に親しむため
にICTを活用した三味線音楽教育のためのプログラミ
ング教材を開発する。
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1．はじめに

昨今，子どものインターネット利用はますます低年
齢化している。満0歳～ 9歳の子どもを持つ保護者に，
自身の子どものインターネット利用状況について尋ね
た内閣府（2020）の調査では，年々子どもがインター
ネットを利用していると回答する割合が増加している
ことが示された。具体的には2018年度では56.9%，2019
年度では57.2%だったのが，2020年度の調査では64.0%
と，コロナ禍の影響もあるせいか，年々増加傾向が見
られた。さらに，2歳で43.8％，3歳で60.2％，6歳で
71.2％，9歳で87.2％と年齢があがるにつれて，イン
ターネットを利用する割合が増えており，未就学児で
も半数以上の子どもがインターネットを利用している
状況が見て取れる。

このようなインターネット利用の低年齢化に伴い，
幼児期から家庭においてインターネット利用に関する
約束やルールを設定することの重要性が指摘されてい
る。加えて，幼児期から，大人が約束を一方的に課す
のではなく，約束の必要性について説明したり，話し
合ったりすることが，自律的にインターネットを活用
できる力を育てるためには必要であると考えられる。
例えば，内閣府（2020）が発行する低年齢層の子どもの
保護者向け普及啓発リーフレット「スマホ時代の子育
て～悩める保護者のためのＱ&Ａ～（幼児・児童編）」

では，『子どもにスマートフォンやタブレットの利用
ルールを守らせるには，ルールの内容を家族全員で相
談して決めて，大人も含めた家族全員がルールを守っ
ていくことが大切です。』とあり，ルール作りのヒント
として，子どもにわかりやすいものにすることや，子
どもの成長に応じてルールを見直すことを提案してい
る。

インターネット利用に関するルールについて子ども
が理解しやすい形で伝えたり，親子で話し合ったり，
子どもの理解に合わせたルールを設定するためには，
まず，子どもがインターネットについて何をどのよう
に理解しているか知る必要があるだろう。

子どものインターネットの理解に関する先行研究で
は，Yan（2005, 2006, 2009）が一連の研究で，インター
ネットのネットワークの複雑性について，技術的な側
面と，社会的な側面にわけ，両者に対する理解の発達
変化を幼児から成人を対象に調査している。Yan（2005）
では，5から12歳の子どもと成人を対象にインターネッ
トの技術的複雑性と社会的複雑性について尋ねる自由
回答形式の質問を行い，その回答をそれぞれ4つのレ
ベルに分類した。分類の結果，どちらの複雑性につい
ても知覚に基づく理解から概念的理解に発達していく
ことが示された。さらに，技術的複雑性の理解，社会
的複雑性の理解ともに，9から10歳の大半が「レベル
1」の知覚に基づく理解をしており，11から12歳との
間に有意な差があった。また，概念的な理解を示す「レ
ベル4」に該当する人は成人でもわずかであった。加
えて，年齢とオンライン経験の両方が，インターネッ
トの技術的複雑性の理解を有意に予測したが，経験よ
りも年齢の方がより予測力が高いこと，社会的複雑性
の理解は年齢のみが関連していたことを示した。以上

低年齢の子どものインターネット理解と関連する要因

松尾　由美 1）・田島　祥 2）・鄭　　姝 3）・坂元　章 3）

2022年1月31日受付　2022年2月18日受理
１）江戸川大学
２）東海大学
３）お茶の水大学 

要　旨

　本稿では，低年齢の子どもたちがインターネットの存在と仕組についてどのように理解をしているのかその実態を調査するため，保
護者評定によるインターネット理解尺度を作成した。さらに，作成した尺度を用いて低年齢の子どものインターネットの理解が，子ど
ものインターネット利用や，保護者のインターネット利用に対する養育行動とどのように関連するか検討するため，3 歳から小学 3 年生
の子どもを持つ保護者を対象にWEB 調査を行った。その結果，幼児期はインターネットの存在や仕組を認識していない段階，あるいは，
経験に基づく具体的で知覚的な理解の段階であることが多く，小学生になると徐々に経験に依らない抽象的・概念的理解が始まること
が示唆された。また，年齢とインターネット利用時間の両方がインターネット理解と関連すること，フィルタリング等，養育者がインター
ネット利用に制限を設定した環境での利用経験や，その必要性について養育者が説明したり，話しあったりすることがインターネット
に対する存在や仕組の理解を促す可能性が示唆された。
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